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概略：和漢医薬学入門講座第 12回和漢医薬学総合研究所夏期セミナー（8月 28日－30日）が呉羽
ハイツにて開催された。
今年の夏期セミナーには，総勢82名（外部学生27名，社会人 29名，研究所内学生等 26名）とい
う例年以上の多くの参加者が集った。今年のテーマ「和漢薬の原点と未来を見つめてJのもとに，漢
方の基礎的な解説から臨床研究に至るまで盛りだくさんの講義が繰り広げられた。
初日は， 5名の講師による漢方医薬の基礎講義が行われ，生活習慣病などを例にした解りやすい解
説が参加者に好評で、あった。参加者の自己紹介タイムで盛り上がった後の和漢薬談義では，漢方診療
の実際についての講演がなされ，和やかな雰囲気でのディスカッションが行われた。
二日目は，臨床医であり基礎研究者でもある 4名の講師による漢方医薬研究の実際や漢方医薬研究
への期待についての講義があった。さらに午後には，国際伝統医学センターに移動して薬膳弁当を食
した後，人気のセッションである生薬方剤の鑑定・丸薬造り・「気血水」診断・未病治と養生の4つ
の体験実習が行われ，五感を使って生薬を学び，漢方診断の基本を体験した。夜の和漢薬談義では「和
漢薬研究のここが面白い！」と題して，和漢医薬学総合研究所の各研究室の若手による研究紹介がな
された。
最終日には企業人の立場からの和漢薬研究への提言として講演がなされた。その後，富山大学杉谷
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キャンパスへ移動し，和漢医薬学総合研究所の民族薬物資料館や各研究室の見学を行い，すべての講
義内容が終了した。修了式では済木育夫研究所所長から一人一人の参加者に修了証書が手渡された。
第 12回目となる今回の夏期セミナーでは，初の試みとして会場を富山市中心に程近い呉羽ハイツ
に移し，素晴らしい展望と富山の美味を堪能していただき，この点でも大変好評で、あった。また，平
成 19年度富山大学学長裁量経費として，和漢医薬学総合研究所夏期セミナーに助成（150万円）がな
された。ぺ文責：横津隆子）
プログラム
第 1日目（8月28日）
｜漢方医薬の基礎｜
－今なぜ漢方か－漢方を学ぶ意義と学び方－
－漢方医薬の適正使用に必要な知
富山大・和漢研・和漢薬製剤開発 鹿野美弘
一生活習慣病に用いる防風通聖散の「使用上の注意」を例にして－
－漢方診療の実際
・生活習慣病における和漢薬の役割
．生活習慣病に見る養生と漢方
｜和漢薬談義｜
－どんなとき漢方？こんな風に漢方！
一総合病院における漢方診療の実際
第2日目（8月29日）
｜基礎研究と臨床研究｜
－漢方・機能食品の基礎的臨床的アプローチ
－腎疾患の漢方治療の現状
大阪大谷大学・薬・漢方医療薬学 総忠人
富山大・和漢研・漢方診断学 柴原直利
富山大・医・和漢診療学 後藤博三
日本大・医・東洋医学 木下優子
麻生飯塚病院・東洋医学センター 三瀦忠道
筑波技術大・東西医学統合医療センター
青柳一正
黒河内病院 室賀一宏
・インスリン抵抗性からみた糖尿病治療の進歩と和漢薬への期待
｜体験実習｜
富山大・薬・病態制御薬理学 笹岡利安
－和漢薬と現代内分泌学の接点
ーグリチルリチン研究が明らかにしたもの 氷見市民病院 加藤弘巳
－生薬方剤の鑑定
・桂枝夜苓丸をつくってみよう
．「気血水」診断法
－未病治と養生
富山大・和漢研・生薬資源科学 小松かつ子
富山大・和漢研・生薬資源科学 小松かっ子
富山大・和漢研・漢方診断学 柴原直利
国際伝統医学センター 上馬場和夫
｜和漢医薬学談義｜
－和漢医薬学総合研究所若手研究者による“和漢薬研究のここが面白い！”
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第 3日目（8月30日）
｜企業から｜
－和漢薬研究に期待する
圃
｜修了証授与式・閉会の嗣
テイカ製薬
富山大・和漢研・所長
｜富山大学民族薬物資料館および和漢医薬学総合研究所見学｜
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松井竹史
済木育夫
